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Stochastic Coulomb systems in infinte-dimensionsとはユークリッド空間内の無限粒子系で、d次元空間

において、e次元クーロンポテンシャルによって相互作用するものである。ここでは平衡移動不変なもの

を考えまた、逆温度を β と置くことにする。とくに d = eの場合が興味深く、strict stochastic Coulomb

systems in infinte-dimensions と呼ぶことにする。

この設定で考えた場合、結果として得られる無限粒子系は、クーロンポテンシャルの相互作用の遠方での

強さによって、従来の Gibbs測度（Ruelleクラスのポテンシャルで相互作用する）とは、異なる様相を見

せる。この講演においては、その幾何的および力学的性質について語る。

実は、現時点で構成されている strict stochastic Coulomb systems in infinte-dimensionsは、Ginibre点

過程、つまり (d, e, β) = (2, 2, 2)の場合だけである。

Ginibre点過程に対して、幾何的には、restore Palm density公式が成り立つ。そして、その応用として、

力学的には、tagged粒子が、劣拡散的であることが分かる。

この結果は、2006年に講演者が得た予想を肯定的に解決するもので有る。また、2007年に講演者は一般

次元の strict Coulomb 力学系に対し、逆温度 βの値に応じて、tagged粒子の力学的性質が著しく変化する

という、相転移予想を得たが、それの対象として、現時点で唯一存在する点過程（Ginibre点過程）にたい

して、予想を肯定するものである。
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